
C O N C E P T  2 0 2 6  |  T H E  S T R A T E G I C  A R C H I T E C T  S E R I E S

AI検索時代にAI検索時代に
選ばれる選ばれる
ホームページとはホームページとは

AI検索の台頭により、従来のSEOとは
異なるアプローチが求められています。



現状の課題

このようなお悩みはありませんか？

STRUCTURAL ANALYSIS
MODULE 01-A // SEARCH EVOLUTION

多くの企業がホームページを所有しながらも、集客や活用において共通の壁に直面しています。

 ホームページを作っても問い合わせが来ない

 昔作ったホームページを放置している

 SNSだけで集客しているが限界を感じる

 何を更新すれば良いかわからない

 SEO対策が難しく、手が出せない 

STRATEGIC INSIGHT

実は今、検索の仕組み自体が
大きく変わっています。これまで
の常識をアップデートする必要
があります。
現状の課題を整理し、検索の仕組みの変化に伴う常識
のアップデートの必要性を提示します。



SEARCH EVOLUTION FRAMEWORK © 2024

検索エンジンは進化し続けている
検索の歴史は、単なるリンクの羅列から「AIが答えを提示する時代」へと劇的な進化を遂げました。

2000年代から現在に至るまでの検索エンジンの進化プロセスを4つのフェーズで解説します。

PHASE 01 2000s

リストの時代

検索結果にホームページが青
いリンクとして並ぶ、シンプルか
つ画期的な情報の目録化が
進んだ時代。



PHASE 02 2010s

スマホの時代

モバイル対応が必須条件とな
り、場所を問わず指先で瞬時
に情報へアクセスする体験が
一般化。



PHASE 03 2020s

SEOの時代

ユーザーの検索意図を汲み取
った質の高いコンテンツが評価
され、情報の「真実味」が問わ
れるように。



PHASE 04 PRESENT

AIの時代



AIが膨大なデータから直接答
えを要約。ユーザーは探す手
間なく、最適な解を即座に受
け取ることが可能。

S T R AT E G I C  E V O L U T I O N V E R .  1 .0



Information Flow Architecture

昔のGoogle検索の流れ
PHASE: TRADITIONAL SEARCH

ARCHITECTURE V1.0 LEGACY SEARCH FLOW

ユーザーの検索
「地域名 + 業種」などのキーワードを入力。

検索結果の表示
1位から順にサイトのリストが表示される。

サイト訪問
気になるサイトをユーザーがクリックして内容を確認。

C O R E  P H I L O S O P H Y

「能動的なクリック」が前提の検索体
験。
従来の検索は、ユーザーが複数のサイトを自ら比較・
検討する行動に基づいたアーキテクチャでした。

v1.0

1

2

3

検索順位を上げること（SEO）が
唯一のゴールでした。

CONCLUSION



GOOGLE検索の未来

これからのGoogle検索の流れ
AIが複数の情報を統合し、一つの回答として直接提示することで、ユーザーの行動が変容します。
新しいユーザー体験の流れと、サイト流入経路の根本的な変化について予測します。



01 ユーザーの検索

従来の「単語」での検索から、悩みや目的を具体
的な「文章」で入力する形式へ移行します。

 INPUT TRANSFORMATION

02 Google AIの回答

AIが複数の情報を統合。

 おすすめの選び方

 比較ポイント・参考会社

これらを一つの回答として直接提示。

 DATA AGGREGATION

03 行動の変容

ユーザーは個別のサイトをクリックせず、AIの回
答だけで満足し、検索を終了させる可能性が
あります。

 ZERO-CLICK BEHAVIOR

サイトへの流入経路が根本から変わろうとしています。



S T R AT E G I C  S H I F T

AI検索時代の大きな変化

 これまで：検索順位の競争

特定のキーワードで何位に表示されるかが最重要指標でした。ユーザーの目
に触れるための「場所取り」がSEOの主流です。

METRIC

Ranking & Visibility

集客指標の移行：ランキングから情報の質へ

 これから：AIに紹介されること

AIは膨大なデータの中から、ユーザーに提示すべき「価値ある情報」をピック
アップします。選ばれるためには、AIに評価されるサイト作りが不可欠です。

METRIC

Trust & Quality

「検索順位」を競う時代から、「AIに信頼できる情報源として紹介される」時代へとシフトします。
これまでの「場所取り」としてのSEOから、信頼と質を重視する新しい集客指標への移行を解説します。



S T R AT E G I C  I N S I G H T  /  W E B  A R C H I T E C T U R E

AIが紹介したくなるサイトとは？

 実績

具体的な数字や成功事例を提示し、情報の確か
らしさを証明します。

 お客様の声

第三者による評価は、AIにとって重要な社会的
証明（Social Proof）となります。

 専門知識

AIが生成できない独自の深い洞察。その分野な
らではの専門性を評価します。

 写真

情報の裏付けとなる視覚データ。加工されていな
い実態は信頼を高めます。

比較情報

ユーザーの意思決定を助ける対照データ。客観
的な比較は中立性の証です。

 地域情報

特定のエリアに根ざした活動実態。現実世界との
繋がりが推薦を後押し。

AIは「信頼性」と「具体性」を重視し、客観的な事実と独自の専門情報を評価します。
AIに評価され、紹介されやすくなるサイトを構成する6つの具体的要素



DENSITY

S T R AT E G Y  A N A LY S I S

デザインだけでは集客できない時代

CORE INSIGHT

見た目の美しさは「信頼」の入り口に過ぎず、
AI時代に求められるのは「情報の密度」です。

 「中身」の重要性

見た目は重要ですが、それだけではAIに選ば
れません。現代の検索環境においては、コンテ
ンツの質と深さが何よりも重要視されます。

CRITERION: QUALITY & DEPTH

MODULE_01

 AIによる評価の低下

洗練されたデザインであっても、情報量が少な
く中身が空っぽなサイトは、アルゴリズムによっ
て価値が低いと判断されます。

RISK: ALGORITHM PENALTY

MODULE_02

 ユーザー離脱の要因

情報密度の低いサイトは、訪問者の期待を裏
切り、信頼を損ないます。結果として離脱を招
き、集客の自動化が困難になります。

IMPACT: LOSS OF TRUST

MODULE_03

デザインの役割と、中身（コンテンツ）の質がAI評価やユーザー離脱に与える影響を分析します。



A C T I V E  S A L E S  T O O L

これから必要なホームページの要素

集客できるサイトは、単なる
会社案内ではなく、24時間
働く能動的な営業機能を持
ちます。

成約率を高め、AI時代の信頼を築くために不可欠な5
つのコンテンツ要素を紹介します。

STRATEGIC ARCHITECTURE v1.0

 実績ページ  お客様の声  FAQ

 ブログ

専門性と最新情報を発信。継続的な更新が
「専門家としての信頼」を蓄積します。

 事例紹介

課題解決のプロセスを提示。検討客が「自分
事」として成功後の未来をイメージできる環境
を構築。

成果を具体的に示し、ブラ
ンドの権威性を確立。成
約への最短距離を築きま
す。

第三者評価による安心感
と共感。ユーザーの潜在的
な不安を解消する強力な
武器。

疑問を先回りして解決。離
脱を防ぎ、成約率
（CVR）を高める必須要
素です。



AI

DIGITAL STRATEGY & CONTENT VALUE

ブログは今でも必要か？

昔のブログ 現在のブログ

AIは「どこかで見たような情報」ではなく「独自の一次情報」を高く評価します。情報の再生産に留まらず、独自の価値を提供することが求められます。

AI時代の価値基準に合わせた、ブログの「質」の転換が必要です。答えは「YES」です。
AIに代替される従来のブログと、AIが高く評価する現在のブログの違いを明確にします。

AIによる代替が可能

「○○とは？」といった、どこにでもある解説記事。既存情報の整理や、一般
的知識の提供に留まる内容。

STATUS: REPLACEABLE

GENERIC INFORMATION

AIが高く評価

自分たちの実体験や実績に基づいた、独自の一次情報。数値化できないニ
ュアンスや、特有のコンテキストを含む内容。

STATUS: HIGH VALUE

PRIMARY DATA & EXPERIENCE



AI時代のコンテンツ戦略

AI時代に強いブログ記事の例

AIが「引用したくなる」のは、具体的でリアリティのある一次情報が詰まっ
た記事です。

模倣が困難な「独自の資産」となる5つのパターン

PATTERN 01 施工事例・成功事例

プロの仕事のプロセスを可視化。現場の具体性を
提示し、AIには生成不可能な「事実」を蓄積。



PATTERN 02 失敗事例

誠実さと注意点を伝えることで信頼を向上。リアリ
ティのある警告は、ユーザーとAIの両方から高く評
価。



PATTERN 03 お客様との対話

リアルなニーズへの直接的な回答。市場の生きた
声を記事化することで、検索意図への究極の適合
を実現。



PATTERN 04 比較・検証記事

プロの視点での公正な評価。主観を伴う専門的判断を提供し、単なる情報の羅
列ではない付加価値を生む。



PATTERN 05 よくある質問の深掘り

専門家としての深い解説。知識の構造化を行うことで、AIが情報を整理・引用す
る際の「準拠枠」となります。



I N F O R M AT I O N  T E C T O N I C S  /  AS S E T  F R AM E W O R K



A U T H E N T I C  P R O O F  /  D I G I TA L  S T R AT E G Y

写真の価値がかつてないほど高まっている
AIは画像の内容を高度に理解しており、
写真はテキストと同等以上の情報源となっています。
フリー素材ではなく、自社で撮影したオリジナル写真の重要性と具体的な活用法を解説します。

施工前後

変化を証明し、サービスの価値を可視化。
言葉を尽くす以上の説得力を生みます。

作業風景

卓越した技術力と誠実さを伝え、プロセス
の透明性を担保。専門性の証左となりま
す。

店舗・スタッフ

安心感と親近感を与え、信頼関係の起点
に。デジタルな接点に温度感をもたらしま
す。

実績写真

成果を視覚的に提示。実績の厚みを証明
し、見込み客の意思決定を強力に後押し
します。

自社撮影のオリジナル写真は、デジタル空間における「信頼の裏付け
（Authentic Proof）」となります。ASSET_REF: ORIGINAL_CAPTURE



STRATEGY ANALYSIS

地域密着ビジネスにとっての好機
AIは「地域性」と「専門性」の掛け合わせを重視し、
最適な「地元の専門家」を探し出します。

地域実績を強みに変え、AIに圧倒的な専門性を認識させるための3つの地域戦略例

大手サイトにはない圧倒的な専門性を認識させることが可能です。

REGION 01

埼玉の工務店

埼玉県内での豊富な施工実績をAIがクロー
ルし、県内のリフォーム需要に対して「信頼でき
る地域の担い手」として優先的にマッチング。

ST-SAITAMA-01 

REGION 02

川越の美容室

川越エリアに特化したトレンド発信やサービス
提供を強化。特定の街の文化に精通したスペ
シャリストとしてAIに認識されます。

ST-KAWAGOE-02 

REGION 03

東松山の整体院

周辺地域に根ざした活動実態をAIがデータ
化。大手サイトにはない「近接性×高満足度」
の相乗効果で、地域推薦を後押し。

ST-HIGASHIMATSU-03 



INTEGRITY

W E B S I T E  S T R AT E G Y

集客できるホームページの共通点
成功しているサイトには、AIとユーザーの両方から信頼されるための明確な共通項があります。

FACTOR 01
定期的な更新
常に最新の情報が保たれていることが、検索エンジ
ンとユーザー双方の信頼に繋がります。

FACTOR 02
豊富な実績
裏付けとなる事例が多数掲載されていることで、確
かな実力を証明します。

FACTOR 03
明確な専門分野
何が得意な会社かが一目でわかる構造が、ターゲ
ットへの訴求力を最大化します。

FACTOR 04
オリジナルの写真
素材サイトではない、現場のリアルな空気が伝わ
る写真がオリジナリティと信頼を構築します。



FACTOR 05
生のお客様の声
利用者の満足度が具体的に示されていることで、
検討者の不安を解消し、成約率を高めます。





A R C H I T E C T U R A L  A U D I T  /  R I S K  A N A LY S I S

逆に集客できないホームページの特徴

VERIFICATION: INFORMATION
INTEGRITY


長期未更新
5年以上更新が止まっている。古い情報は検索エンジンとAIに低評価を与えます。


実績の欠如
何を成し遂げたかが不明瞭。具体的な成果が見えないとユーザーは離脱します。


写真の不足
文字ばかり、またはフリー素材のみ。実態が見えないサイトは信頼を勝ち取れません。


会社案内のみ
ユーザーの悩みに答えるコンテンツがない。一方的な発信は集客に繋がりません。


導線の弱さ
問い合わせ方法がわかりにくい。コンバージョンまでの距離が遠い構造です。

情報の鮮度が低く、実態が見
えないサイトは、AI検索時代
において「信頼できないサイ
ト」として淘汰されるリスクが
あります。





O P E R AT I O N A L  S T R AT E G Y

完成はゴールではなく、運用のスタート

よくある勘違い

公開した時点で満足してしまい、そのまま放置してしまうケース。サイ
トは「情報の器」が出来たに過ぎません。更新が止まると評価も低下
します。

ホームページ完成 ＝ 集客開始

正しい認識

ホームページ完成 ＝ 運用（育成）開始
公開後の「運用」こそが重要です。情報を積み重ねることで、サイトの信頼性は向上します。

常に新しい情報を供給し続ける仕組みこそが持続的な集客の道です。

ホームページは公開した瞬間が最も
価値が低く、育てていくことで価値が
高まるものです。

公開後の「運用」こそが、AI検索時代における勝敗を分けま
す。情報は育てていくものです。

C O R E  P H I L O S O P H Y





ASSET

DIGITAL ASSETS / 運用の積み重ね

これから重要となる「運用の積み重ね」

小さな更新の積み重ねが、AIからの高い評価と、ユーザーからの厚い信頼を築く「デジタルの資
産」となります。

STRATEGIC FOUNDATION

 実績の追加  お客様の声の追加

 ブログの更新  FAQの拡充

最新の仕事を継続的に公開することで、組織が停滞せず「常に動いている」ことを
証明。取引の透明性と信頼性を向上させます。

新しい喜びの声を反映。第三者からの客観的評価を蓄積することで、初見のユ
ーザーに対する決定的な安心感を提供します。

専門的な知見を発信し続けることで、業界内での「権威性」を確立。AI検索にお
けるトピックの専門家として認知されます。

実際の質問へ回答を重ね、情報の網羅性を向上。ユーザーの疑問を先回りして
解決し、利便性と成約率を同時に高めます。



STRATEGIC ASSET MANAGEMENT

ホームページは「資産」になる

フロー型の広告・チラシと、ストック型のWebサイトの資産価値の違いを比較します。

TYPE 01 フロー型（チラシ・広告）

D I S P O S AB L E  I M P AC T

Diminishing returns over time without reinvestment.

TYPE 02 ストック型（Web）

C U M U L AT I V E  AS S E T  V AL U E

Exponential growth through information compounding.

正しく運用されたホームページは、長期にわたって安定的に集客し続ける資産へと成長します。
V I S U A L  M E T A P H O R

The Architecture of Growth

ホームページは更新し続けることで価値が増大する、
ストック型の「会社のデジタル資産」です。

配布・投下した瞬間に効果が最大化するが、止めると終了する一時的な影
響。

更新するほど情報が蓄積され、検索に強くなる累積的な価値。



S E R V I C E  O V E R V I E W

私たちの考えるホームページ制作

 最新のSEO・AI検索対策

生成AIによる回答（SGE）も見据えた内部構造設計。従来の検索エンジン
だけでなく、次世代の探索行動にも最適化された基盤を構築。

 実績ページ設計

成約率（CVR）を最大化させるための戦略的な構成案。ユーザー心理を解
析し、信頼を確信に変える情報の優先順位とレイアウトを徹底。

 更新しやすい構造

お客様自身で容易にコンテンツを追加・修正できる仕組み。専門知識がなくて
も鮮度の高い情報を発信し続けられる管理画面を提供。

 戦略的なコンテンツ配置

24時間働く最強の営業マンとしての緻密な導線設計。訪問者が迷うことなく
ゴールへ到達する、売上に直結するユーザー体験を設計。

私たちは単なる制作会社ではなく、お客様の「集客パートナー」として成果にコミットします。
24時間働く営業マンとして機能させるための、私たちの4つの制作のこだわりを提示します。



S U M M A R Y

まとめ：AI検索時代に選ばれるために

 専門性

プロとしての深い知見を示し、AIには
真似できない独自のインサイトを提
供。

UNIQUE INSIGHT

 実績

嘘偽りのない事実を積み上げ、成果
を証明可能な形で提示。

PROVEN VALUE

 写真

現場のリアルを可視化し、「体温」の
ある情報を視覚的に届ける。

VISUAL PROOF

信頼性

第三者の評価を大切にし、客観的な
エビデンスに基づいた安心感を提供。

EVIDENCE BASE

「24時間働く営業マン」として選ばれ続けるための4つの柱を再確認します。

THE STRATEGIC ARCHITECT | DOSSIER V1.0

AI検索時代だからこそ、人間味のある「信頼」と「実績」を伝えるサイトが選ばれます。



FIN

ご清聴ありがとうございました
皆様のビジネスの成長を、ホームページの側面から

全力でサポートいたします。

本日は最後までお聞きいただき、誠にありがとうございました。

F I N A L  N O T E

INQUIRIES

ホームページでお困りのことがありましたら、お気軽にご相談くださ
い。

myisland.jp/contact/

COGNITIVE CLARITY SYSTEM

"My Island - WEB DESIGN &
CONSULTANT"

https://myisland.jp/contact/
https://myisland.jp/

